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知床半島におけるセイヨウオオマルハナバチ
Bombus terrestrisは，2000年7月に丹羽ら（2001）が
斜里町ウトロのオロンコ岩付近で記録して以来，
知床半島の海岸及び市街地を中心に水平方向に
広がり，2008年9月には知床岬まで到達している
（木下・市川2009）．
筆者は知床半島におけるセイヨウオオマルハナ
バチの拡散を把握するため，2000–12年に羅臼岳
の登山道沿いに高山帯の2箇所をふくむ8箇所の
観測地点を設けて訪花マルハナバチ相調査をおこ
なってきた（浅沼2013）．この調査期間中，2010年
までは羅臼岳登山道の斜里町側ルート，羅臼町側
ルート共にセイヨウオオマルハナバチは確認でき
なかった．ところが，2011年にこれら観測地点の
うち2箇所でセイヨウオオマルハナバチを初めて
確認したので報告する．これらのうち1箇所は雪
田群落での確認であり，これは知床半島の高山帯
における初めての確認となる．

2011年6月1日，羅臼岳羅臼町側登山道の木か
くれの滝付近（標高180 m，海岸から直線距離3.8 

km）において，エゾヤマザクラ（オオヤマザクラ）
に訪花するセイヨウオオマルハナバチの創設女王
を確認した．これは羅臼岳登山道における最初の
記録である．
さらに，同年8月28日，羅臼岳羅臼町側登山道，

羅臼平直下にある風背斜面の雪田群落（標高1,256 

m，海岸からの直線距離8 km）において，アオノ
ツガザクラを訪れるセイヨウオオマルハナバチの
働きバチ（花粉ダンゴ有り）1頭を確認した（図）．
これは知床半島の高山帯における最初の記録であ
る．

2011年にこの雪田群落でおこなった訪花マル
ハナバチ相調査の結果を表に示す．7–9月におこ
なった4回の調査で6種のマルハナバチが観察さ
れ，セイヨウオオマルハナバチが観察されたのは
観察種数が最も多かった8月28日のみである．な
お，2011年は風背斜面の消雪が例年より遅かった
ため，本観察地点でのアオノツガザクラやエゾコ
ザクラなどの開花は，例年より約1箇月遅れて7月
中旬頃からであった．
羅臼岳の雪田群落で観察されたセイヨウオオマ
ルハナバチの働きバチはどこからきたのだろう
か．ハインリッチ（1979）は「採餌中の働きバチは
時速11–20 kmで飛翔し，（中略）必要になれば少
なくとも5 kmは出かける」としている．海岸から
羅臼岳の位置する知床半島中央部の稜線までは約
8 kmであるため，低地で営巣しているセイヨウオ
オマルハナバチが稜線まで採餌に訪れている可能
性もある．実際に筆者は，積雪期に知床半島の稜
線を越えるマルハナバチ女王を観察している（知
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床峠にて2006年5月9日にマルハナバチ sp. 女王
バチ，2008年5月1日にアカマルハナバチ女王バ
チを観察）．
しかし，海岸から知床半島の稜線までの8 kmの
間には約1,000 mの標高差があり，花の密集した
雪田群落の「お花畑」とはいえ小型で軽い働きバ
チが何度も通うのは営巣集団として非効率であろ
う．
したがって，雪田群落に通うセイヨウオオマル
ハナバチの働きバチは，海岸や市街地よりもさら
に標高の高い営巣地から採餌に来た可能性が高
い．大雪山では，2006年に黒岳周辺において高山
帯での営巣が確認されており（北海道新聞2006年
8月27日朝刊第2社会面），知床半島においても高
山帯で営巣している可能性は十分にある．今後も
在来種を含めた継続的な観察が必要である．
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表．2011年に羅臼岳の雪田群落（標高1,256 m）で観察されたマルハナバチの種別頭数．種は頭数の多い順に並べ，括
弧内は1時間あたりの頭数を示す（小数点以下四捨五入）． 断りがない場合，カーストは働きバチである．

観察時間 種および頭数（1時間あたりの頭数）

7月23日 2 h エゾヒメマルハナバチ25(13)，アカマルハナバチ21(11)，エゾオオマルハナバチ17(9)，エ
ゾナガマルハナバチ8(4)，エゾコマルハナバチ6(3)

8月04日 1 h エゾヒメマルハナバチ13(13)，エゾオオマルハナバチ9(9)，エゾヒメマルハナバチ（雄）1(1)，
アカマルハナバチ1(1)

8月28日 1.5 h エゾオオマルハナバチ49(33)，エゾヒメマルハナバチ36(24)，エゾオオマルハナバチ（雄）9(6)，
エゾナガマルハナバチ2(1)，エゾトラマルハナバチ1(1)，セイヨウオオマルハナバチ1(1)

9月08日 2.5 h エゾオオマルハナバチ38(15)，エゾヒメマルハナバチ24(10)，エゾオオマルハナバチ（雄）
13(5)，エゾヒメマルハナバチ（雄）6(2)

図．2011年8月28日に羅臼岳の雪田群落（標高1,256 m）
で観察されたアオノツガザクラを訪花するセイヨウオ
オマルハナバチBombus terrestrisの働きバチ．


